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ザンビア政治月報（２０２４年２月） 
在ザンビア日本国大使館 

 
● 内政  
１ ルング前大統領、ヒチレマ大統領の早期退陣

と総選挙の前倒しを要求 
ルング前大統領は、メディア会見の中で、コレ

ラ対策・経済政策の失政、債務再編の遅延などを

根拠とし、ヒチレマ大統領に対し早期退陣を要求

するとともに総選挙の前倒し実施を求めた。会見

の中ではヒチレマ大統領の事を独裁者と呼び、国

民に対し積極的に政権に圧力をかけるよう呼びか

けた。（２月１日付 News Diggers） 

 

２ 野党同盟の代表が決定 
ルング前大統領が牽引していると見られている

野党同盟は、サクウィバ・シコタ（Sakwiba Sikota）

氏を議長、チシャラ・カテカ（Chishala Kateka）氏

を調整官に任命した。（当館注：当該布陣は野党同

盟の大統領候補というわけではない。）（２月６日

付 News Diggers） 

 

３ 電力公社、設備への破壊行為により業務に支

障が生じていると表明 
ZESCO（電力公社）は、不法な設備破壊により

多大な損害が生じているとし、国民に対し破壊行

為を行わぬよう呼びかけた。２０２１年と比較し、

設備損害額は２．５倍となり、他方で会社内での

パトロール人員・資金も限られているため、様々

なリソース不足の大きな要因となっている。（２月

１３日付 News Diggers） 

 

４ ザンビア気象庁、少雨の継続を懸念 
 気象庁は、少雨が２月中は継続する見込みと発

表した。エルニーニョの発生によりザンビア南部

では少雨が継続しており、雨季における少雨によ

り農業・発電などの関連分野へ多大な影響が懸念

されている。（２月１４日付 News Diggers） 

 

 

５ 反汚職委員会、カクボ前外相への捜査は継続

中と発表 
反汚職委員会（ACC）は、２０２３年１２月に

中国人実業家との不透明な取引が取り沙汰され外

務・国際協力大臣を辞職したカクボ前外相につい

て、職権濫用に関する捜査が引き続き継続してい

ることを表した。前日に半日に亘り事情聴取が行

われたカクボ前外相及び同人の弁護士にもその旨

が伝達された。（２月１５日付 News Diggers） 

 

６ 農相、トウモロコシの輸出を停止 
ムトロ・ピリ農業大臣は、干ばつの影響がザン

ビア南部の広範に及んでおり、農産品の収穫量に

不安があるため、新規のトウモロコシの輸出を停

止すると表した。天候不順の農生産への影響を踏

まえ、在庫を確認した上で輸出を判断するとのこ

と。（２月１５日付 News Diggers） 

 

７ ルング前大統領、復権の際には教育無償化政

策を撤廃と発言 
ルング前大統領はラジオ放送に出演した際、ヒ

チレマ政権が実施している教育無償化について教

員のリソース不足などの要因により失政であり、

自身が復権した折には政策を撤廃すると表した。

（当館注：当該発言は政府関係者のみならず有識

者・NGO などの反発を招き、後日ルング前大統領

は当該発言をメディアによる情報操作と評し、自

身は発言していないと表している。）（２月１５日

付 News Diggers） 

 

８ カクボ前外相、中国人実業家に訴えられる 
項５でも触れたカクボ前外相の辞任原因である

中国人との不透明な鉱山ライセンスの取引につい

て、取引相手である中国人実業家は、カクボ前外

相を詐欺的行為で裁判所へ告訴した。中国人実業

家は鉱山監理のために費やした７０万ドル以上の

返還、カクボ前外相とのパートナーシップ締結時
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に授受した３０万ドル及び高級車の返還を求めて

いる。（２月２２日付 News Diggers） 

 

９ ルング前大統領、警察批判とともに民衆へ蜂

起を示唆するともとれる発言 
ルング前大統領は、メディアブリーフィングの

中で、野党に対する警察の対応を批判するととも

に、民衆に対し蜂起を呼びかけるともとれる発言

を表した。これは前日に野党関係者が逮捕された

ことに抗議する野党集団に対し、警察が催涙ガス

を発射したことを受けての発言であるが、民衆へ

蜂起を示唆する発言については警察、政府の警戒

を呼んでいる。（２月２８日付 News Diggers） 

 

１０ ヒチレマ大統領、干ばつにより国家災害・

非常事態を宣言 
ザンビアを襲っている深刻な干ばつの被害を受

け、２月２９日、ヒチレマ大統領は国家災害・非常

事態を宣言した。同時に対策として、社会保障の

強化・電力の追加輸入・軍を動員して追加での農

作物の栽培・閣僚の出張を減らすなどの短期的対

策、エネルギー源の分散化・灌漑対策などの長期

的対策が表された。また、国外に対してはザンビ

アに対する物資援助・技術協力が呼びかけられる

とともに、債務再編を完了させることで国内の対

策へリソースを投入できるよう、更なる協力が要

請された。同時に野党・宗教界などに対し、国家的

災害に際し政治的闘争を止め、協力が呼びかけら

れた。（３月１日付 News Diggers） 

 

● 外交・対外関係  
１ ＥＵ選挙監視団、ザンビアの選挙制度につい

て更なる改善を求める 
２０２１年の総選挙時にＥＵ選挙監視団から提

示された課題の改善状況をモニタリングするため

にザンビアを訪れているＥＵ選挙監視フォローア

ップミッションは、２０２６年に次回選挙が控え

ていることを受け、ザンビアの選挙制度について

更なる改善を求めた。改善を求めた項目の内多く

は法改正・憲法改正を含むため、土壇場での変更

ではなく計画的に実施するように併せて表された。

（２月２日付 New Diggers） 

 

２ 中国大使、運輸・ロジスティクス相と面会 
駐ザンビア中国大使は、タヤリ運輸・ロジステ

ィクス大臣と面会し、タンザン鉄道の整備に官民

連携モデルを用いて１０億ドル以上を投資すると

表した。また、会談の中で中国とザンビアを結ぶ

直行便フライトの就航について、２０２４年内に

動きがあるよう期待を表した。（２月８日付 News 

Diggers） 

 

３ 大統領、ガーナ外相と会談 
ヒチレマ大統領は、ボッチウェイ・ガーナ外相

とルサカで会談した。会談の中では、２０２３年

にヒチレマ大統領がガーナを訪問した際に議論さ

れた相互協力について更なる強化が議論されると

共に、MOU を締結するのみでなく、進展があるよ

う進めることが議論された。（２月１４日付 外務・

国際協力省 Facebook） 

 

４ ハインベ外相代行、ＡＵ閣僚会合へ出席 
ハインベ外務・国際協力大臣代行は、第４４回

ＡＵ閣僚会合へ出席した。会合内で、ジェンダー

平等の推進などが議論される中、ファキＡＵ議長

からは、ザンビアの児童婚撲滅の取り組みに賞賛

が寄せられた。（２月１４日付 外務・国際協力省

プレスリリース） 

 

５ 大統領、ＡＵ首脳会合へ出席 
ヒチレマ大統領は、２月１７日から１８日にか

けて、アジスアベバで開催された第３７回ＡＵ首

脳会合へ出席した。会合の中では気候変動が食糧

安全保障やアフリカ大陸の経済に与える影響、地

域内での安全保障に関わる課題が議論された。ま

た、首脳会合の傍らでチセケディ・コンゴ民主共
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和国大統領、カガメ・ルワンダ大統領、マテカネ・

レソト首相と会談し、地域情勢・平和維持などに

関する意見交換が実施された。（２月１７日、１８

日付ヒチレマ大統領 Facebook） 

 

６ 大統領、大臣へコスト削減を訓示 
 ヒチレマ大統領は初めて開催された閣僚のため

の経済ガバナンス研修の中で、政府高官をシンガ

ポールに派遣し、行政運営などのノウハウ学習を

実施させると表し、ザンビア政府の運営の円滑化

を実施できるプロフェッショナリズムを学ばせた

いとし、各大臣へガバナンス強化を求めた。同時

に、大臣級の出張について回数を抑制させ費用低

減を図るよう訓示した。（２月２２日 News Diggers） 

 

 

(了) 


